
齊藤　大介氏　斉藤園・御殿場支部
坪井　一道氏　クロストーク㈱　坪井車販・富士宮支部会員訪問記

シリーズ 委員会・部会通信　　金指 忠男氏　㈱オートベル・共同求人委員長

その他
主な内容 新支部長 新年度の抱負、富士宮支部 合同入社式、新入会員紹介、友達の輪

特集
支部総会

全11支部、新たな方針のもとに活動開始！
県共育委員会合同入社式・若手社員研修
未来へはばたけ！企業の“希望”

題字：遠藤 在氏　榛原支部

①経営指針の成文化率を高め、人を生かす経営の実践で、同友会型企業づくりを進めます。
②中小企業憲章の精神をいかした中小企業振興基本条例の制定をめざします。
③早期に1200名会員を達成し、地域の活力を生み出す活動を推進します。
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静岡同友会

ゆたかな緑のある暮らしを提供します

㈱立花ガーデン
（志太支部）
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＜伊東支部＞
「『持続可能な伊豆』を目指して
� ―東伊豆地域の現状から考える―」
　講師：太田 隆之氏
� （静岡大学学術院人文社会科学領域 准教授）

　伊東支部では「観
光地・東伊豆」に主
眼を置き、太田隆之
准教授に記念講演を
して頂きました。「観
光」は、一貫して成
長する分野として世

界的に注目されています。日本においても、地域
の維持・発展を促す１つの分野として位置付けら
れています。しかし、外的要因によって左右され
ることも多く、地域の持続可能な発展において観
光は「万能」ではありません。そこで太田氏から、
１．観光経済の活性化を図ること。２．中長期的
な視野で伊豆地方の可能性を検討すること。とい
う２点を挙げ、観光のみに依存することの不確実
性から脱却し、地域として、企業として「観光＋
α」を追求することが提案されました。

＜富士支部＞
「経営者の成長こそ会社の成長！
� 共に育つための学びの実践」
　講師：石川 祐輔氏
� （㈱カナマル・愛知中小企業家同友会）

　富士支部では例年、県外
から講師を招いて記念講演
を開催しています。今年度
は「新年度の始め、元気を
もらえる経営者」として、
愛知同友会から石川祐輔氏

（㈱カナマル）をお招きし
ました。クレーン重機の部品製造を主として手掛
ける同社。他の会社に勤めていた石川氏は、経営
難の実家から請われる形で入社します。それから

も困難の連続ですが、経営者の覚悟を決めて社員
に向き合うことに。愛知同友会での学びを頼りに、
一つひとつ課題を克服していくのですが、新たな
課題が出てきます。そこに向き合うなかで「社員
と共にやる覚悟」をもち、対等な労使関係に近づ
いていきました。新年度のスタートに相応しく心
に炎が灯される、石川氏の講演でした。

＜志太支部＞
「地方創生実行元年」
　講師：大石 人士氏
� （一般財団法人 静岡経済研究所 常務理事）

　人口減少が進む昨
今において、静岡県
もその例外ではあり
ません。「人口減少
に歯止めを掛ける」

「東京一極集中を是
正する」を背景に、

国の地方創生と地方自治体の戦略づくりが行われ
ていますが、そこでは個々の企業が行政と手を組
み働きやすい職場をつくる、ということが求めら
れています。一方で静岡は、人口規模と比較して
大学の数が少なく、そのために若者が都市部へと
流出してしまう、という現状もあります。このよ
うな点も踏まえ、総合的な「若者が魅力を感じる
地域づくり」への取り組みが求められます。静岡
県の「美しい“ふじのくに”まち・ひと・しごと
創成総合戦略」を捉えつつ、個々の企業がどのよ
うに人口減少社会に対応できる経営をするか考え
るきっかけとなった記念講演でした。

　４月は、８日の富士宮支部総会を皮切りに、県内全11支部で総会が開催されました。前年度の活動内容を確
認した後、新年度の役員体制や活動方針、活動計画について審議し、新たな支部活動のスタートを切りました。
　今年度は支部長の交代を迎える支部が５支部あります。ここでは、前支部長の数年間にわたる奮闘と成長を讃
えた後、新支部長へのバトンタッチを祝福する様子が各支部で見られました。また、新たに選出された役員一同
と共に、支部を一層盛り上げていこうという機運の高まりが各所で感じられました。
　伊東支部、富士支部、志太支部の３支部では、総会の後に記念講演が開催されました。各支部、力強いスター
トダッシュをすることができた模様です。

静岡県中小企業家同友会　支部総会
全11支部、新たな方針のもとに活動開始！

小長井富士市長からご祝辞
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県共育委員会合同入社式・若手社員研修

未来へはばたけ！企業の“希望”
　記念講演は梶川久美子氏（サツマ電機㈱・沼津
支部）が、「社会人として良いスタートをきるた
めに」と題し講演しました。梶川氏は、「明るく、
元気に、素直に」を心掛けてほしい、仕事に臨む
際は失敗を恐れず、失敗したら必ず次に生かし、
分からない事があれば必ず聞くことを習慣づけて
ほしいと、新社会人に大切な事を語りました。

　続いて、先輩社員の言葉として㈱榛南自動車学
校（榛原支部）の山崎莉沙さんから、入社して１
年の間に感じたこととして、挨拶はコミュニケー
ションの一つであり、新入社員は積極的に元気な
声で挨拶することが大切だということ、失敗を恐
れず、また２度同じ失敗をしないように行動する
ことが重要だということを挙げ、真心のこもった
メッセージを頂きました。新入社員は、お二人の
話の感想についてバズセッションを行い、参加者
全員がそれぞれに感じたこと、バズセッションを
通じて考えたことについて発言しました。そして
青山建材工業㈱（静岡支部）の仙島優希さんから、
新入社員を代表して頼もしい決意表明を頂きまし

た。最後に参加者全員で記念写真を撮り、気持ち
も新たに社会人としてのスタートを切りました。

　続いて４月４日㈪～５日㈫、㈲声の杉山静江氏、
エスティーアイ・コーポレーションの西條浩氏を
講師に行われた若手社員研修には24名が参加。第
一講座ではビジネスマナーに関する研修を行い、
テキスト解説の他に名刺交換と電話応対のロール
プレイを行いました。第二講座では社会人として
仕事をする時の基本手順の解説と、セルフコミュ
ニケーションスタイルで各自が傾向を把握。グ
ループワークを通じて、共同作業における自己の
役割と責任について体験学習をしました。一泊二
日で行われたこの若手社員研修は、座学以外にも
時間を守る事の大切さや、社会人としての集団行
動について学び合いました。また、研修の最後に
は、参加者全員が仕事の分野・対人関係・自己啓
発のそれぞれについて決意表明を発表したのです
が、社会人としての責任や人間関係の大切さを強
く認識した発表が多く見られました。
山田 誠司氏（県共育委員長　㈱メイコー・静岡支部）

　４月４日㈪、県共育委員会主催の合同入社式を行いました。今年は27名の元気な新入社員が、静岡の
もくせい会館に集まりました。

梶川久美子氏による記念講演

研修では小グループに分かれ受講
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伊東支部長　守谷 匡司氏（㈱祇園　代表取締役）

　皆さんはじめまして。伊東支部の支部長を務めさせて頂く守谷と申します。
　本業は伊豆・伊東でいなり寿し・駅弁・駅の立ち食いそば屋などを経営してお
ります。曾祖母の実家が清水・美濃輪稲荷神社だったことからいなり寿し専門店
で創業しまして今年で70年、社長としてはこの４月で満６年となりました。
　私は同友会に入会してまだ間もないのですが、入会の動機は「経営者として成
長したい」という思いからでした。そんな思いで入会した同友会ですので、私も含
め伊東支部では会員が経営者として成長できる会にしていきたいと考えています。

　昨年、東伊豆町からの入会者もあったのですが、伊東市に限らず伊豆地域の仲間を増やし互いに高め合
い、それぞれの事業を通して地域への貢献も目指します。
　個人的には、支部長になり静岡やその他の地域で他支部の方と交流する機会も増えると思いますので
色々と学ばせて頂ければと思います。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

富士支部長　大竹 政彦氏（㈲富士清掃センター 代表取締役）

　今期富士支部長となりました、㈲富士清掃センターの大竹政彦です。宜しくお
願いいたします。富士支部の今期の活動方針は、「楽しくなければ同友会ではな
い」皆で創る富士支部。１．自分（自社）を知ろう、２．仲間（他社）を知ろう、
３．富士の街を知ろう　です。この方針を元に、自分・仕事・地域・同友会活動
等、会員のまわりの環境を改めて見つめ直す機会を作り、自己分析を行い、報告
する場を設け、皆で改善をはかり発展していきます。その過程で、会員同士の繋
がりがより一層深くできたら、と思います。

　今回、支部長という大役に就かせていただき、希望と不安が入り混じっていますが、自分自身が何倍も
成長できるきっかけをいただくことができました。まず動く！動くなら楽しく！これをモットーにみんな
で支部活動を盛り上げていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

富士宮支部長　朝日 康典氏（㈱朝日鉄建 代表取締役）

　青葉が目に眩しいこの頃、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げま
す。今年度より富士宮支部支部長を仰せつかりました、㈱朝日鉄建、朝日夢工房
一級建築士事務所の代表取締役 朝日康典と申します。どうぞ宜しくお願いいた
します。さて、支部長元年。同友会での学びを更に深めるため、組織編制の改変
と、運営のスムーズ化を図ります。同友会活動は支部内も含め有意義なものばか
りです。しかし、思うように時間が割けず、折角の活動へ参加出来ないような現
状があり、会員として残念な事象であると感じました。これを改善する為、「点

と点」であった様々な活動を「線」で結ぶ為、組織作りを大改編します。これにより、例会、グループ会、
青懇、先輩会員との交流、役員会、県委員会、行政連携活動それぞれが繋がります。これが上手く機能す
れば、会員がより情報を得ることが出来、行く末支部の発展へも繋がるものと信じています。さらに先輩
会員と若手との交流親睦の活性が高まる事をとても楽しみにしています。最後になりますが、同友会での
学びを経営に生かし、発展へと繋がる支部を目指す気概を持ち、支部長職を全う致しますので、宜しくお
願い致します。
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静岡支部長　山田 勝幸氏（㈲マルミ海産物 代表取締役）

　本年度静岡支部の支部長を務めさせていただきます、山田勝幸です。新静岡支
部が発足して９年目の今年は、全県経営フォーラムの設営担当支部として県内他
支部の会員メンバーをお招きし、きっちりと心のこもった設営を心がけたいと思
います。また来年10周年の節目の年を迎えるにあたって、今年は更なる高みへと
駆け上がっていく足掛かりの大事な一年となります。その土台を創り上げられた
諸先輩のご努力に敬意を表すと共に、支部会員同士が相互に協力し合い、共に学
び共に発展し、同友会の“人を生かす経営を実践し、地域の明るい未来を作り出

す”担い手になるよう努めます。そしてメンバーの英知を結集して「総力」をもって、新たな静岡支部を
創りあげていきたいと思います。それには、会員相互の横の連携を強化し、個々の努力は当然の事ながら、
組織の強化や情報の共有など、既存の枠組みにとらわれない積極的な取り組みが必要だと考えます。関係
各機関との協力体制も緊密化させ、同友会の掲げる目標実現の為に、鋭意努力する所存です。当支部のす
べての活動が会員の利益になるべく、より一層の活動強化・充実に努めさせて頂きますので、活動への積
極的な参加と理解・協力、よろしくお願いします。

志太支部長　宮本 浩氏（大栄工業㈱ 代表取締役）

　昨年志太支部は、30周年という大きな節目を迎え、前任の松葉支部長を中心に
若手からベテランの会員支部全員の力で、素晴らしい記念式典の開催を成し遂げ
ました。そして現在55名体制になった今の志太支部の素晴らしい流れを止める事
無く、更に40周年を100名体制で迎えるために新たな歩みの先頭に立つ事が、新
支部長としての私の役目だと思っています。そのため今年度志太支部は「志太
リ・スタート！～本気になれば全てが変わる～」という支部スローガンを掲げま
した。これは支部として外部にも解りやすい魅力的な例会を発信していく事で、

新たな会員増強はもちろん、かつて私がそうであった様に、仕事に悩みや苦しみを抱え、同友会を現在疎
遠になっている現在のメンバーにも、もう一度戻ってきてほしいと思ったからです。そのために今年度の
支部重点活動テーマを『～「心・技・体」＋「夢」の追求～』としました。今年度体育会系になった志太
支部は我々中小企業家の経営者にとって１番大切なこの「心・技・体」の充実と、社員を導くための「夢」
を持って１年間走り続けていきたいと思っていますので、応援よろしくお願いします。

毎年６月は、同友会が提唱する中小企業憲章推進月間です！
　2010年６月18日、中小企業憲章が閣議決定されました。中小企業家同友会では、憲章の冒頭に
うたわれた「中小企業は、経済を牽引する力であり、社会の主役である」の理念にふさわしい位置づ
けとなる経済政策の実現と日本社会での責任をはたしうる企業となるべく努力を続けているところで
す。そして、中小企業憲章中小企業憲章のさらなる普及・活用を呼びかけようと、毎年6月を「中小
企業憲章推進月間」と位置付け、全国的に取り組むことを申し合わせ、各同友会で月間中に、中小企
業憲章・条例に関する取り組んでいます。
　静岡同友会では、６月11日㈯ 静岡市産学交流センター　ペガサート６Ｆにて、中小企業憲章・
振興基本条例学習会を開催します。詳細は、同封の案内をご確認ください。
　静岡県内では富士、磐田、富士宮、三島市で条例が制定され、振興会議（円卓会議）や審議会のメ
ンバーに同友会も加わる地域も増えてきました。制定前の地域でも条例を学ぶ例会や行政との意見交
換を深め、静岡県においても県理事会に行政担当が出席しヒアリングを行うなど、条例制定の動きが
見えてきました。よい経営環境の実現推進に繋げていくために、ぜひ支部をあげてご参加ください！
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お 問 い 合 せ ・ 参 加 申 し 込 み は、 同 友 会 事 務 局 ま で！　　TEL：0 5 4 - 2 5 3 - 6 1 3 0

　富士宮支部恒例の合同入社式が開催され、会員
企業から新入社員16名が参加しました。記念講演
は九川治喜氏（丸山工業㈱ 代表取締役）が、生
い立ちから宇宙関係の仕事への就職、同社に入る
までの経歴、そしてこれからについて語りました。
また、学生時代から携わっている木管楽器「バ
スーン」の演奏も披露してくれました。この音楽

の経験から、経営や会社にの事例に例えて「新し
い挑戦の大切さ」「ライバルの少ない、独自性を
出すこと」「誰かが勝手に演奏したら、オーケス
トラは成り立たない。会社も、チームワークを大
切に」など多くの教訓をわかりやすく伝えつつ、
富士宮で皆さんの夢や幸せを形にして欲しい、と
締めくくりました。
　後半は、半年後の自分に向けた手紙の執筆や記
念品贈呈、記念撮影を行った後、他の会社の新入
社員と触れ合うランチなど、交流を深めました。
　締めくくりに、河原崎信幸顧問から「歴史や経
験の長い会社ほど、思考が狭くなってしまう。新
しい血として、新入社員が入った時が、経営者や
会社にとっても、皆さんにとってもお互い成長の
チャンスになります。応援しています」とエール
を送りました。

田邉 元裕氏（㈲カボスメディアワークス・富士宮支部）

響くバスーンの調べ　全ての経験は夢を形にするヒント
富士宮支部　合同入社式

４月１日（金）ゲストハウス　フォレストヒルズ

共同求人委員会では、会員が採用、特に新
卒採用でより良い成果を上げるための取

り組みを推進しています。中小企業の採用状況
や、より良い人材を採用する方法の勉強会を開
催しています。また、大学と連携してインター
ンシップ事業の推進、就職セミナーへの講師派
遣や学内の就職イベントへ参加などを行ってい
ます。

「人材確保＝採用活動」は、企業の経営・
成長の為に欠くことのできない取り組

みです。事業計画を推進するために必要な人
数、必要な人材を確保しなければなりません。
また、採用への取り組みが自社を変えるきっか
けになる可能性も秘めています。自社を相手に
知ってもらうため、経営理念やビジョン・経営
計画を見直したり、受け入れ態勢を見直したり
と会社が変わる契機になる可能性も秘めていま
す。そして採用活動は自社の為だけではなく、
雇用の創出により地域社会を元気にする取り組

みにもなります。

私の会社も、新卒採用をきっかけに組織が
劇的に変化しました。経営指針の見直

し、教育の仕組みの見直しが始まりました。一
人ひとりのやる気を引き出すために、評価賃金
をはじめ諸々の仕組みや仕掛けもブラシュアッ
プされました。社風も変わりました。そして、
育った彼・彼女たちが中核社員として活躍し、
会社発展の大きな原動力となっています。その
ような個人的な体験もふまえ、会社を成長拡大
させるため、会員が採用の意義やノウハウ、必
要な情報を学び、自社の経営に具体的に活かす
ことのできる、そのような委員会運営を目指し
ます。ぜひ、当委員会主催のインターンシップ
事業や委員会活動にご参画ください。そして
「新卒採用にチャレンジしよう！！」と思って
いただければ、と思います。

金指 忠男氏（㈱オートベル・共同求人委員長）

共同求人委員会
第１回
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明るく元気に！人と接するのが大好き！
　坪井一道氏は、富士宮支部で今年度グループ長も務
める「明るく元気に！」がモットーの43歳。ライフ
ワークとして、市内の保育園のクリスマス行事に参加
したり、富士山のゴミ拾い等の地域活動を行う「富士
山タクロース」活動を20年継続しています。そんな坪
井氏は地元の高校を卒業後自衛隊に入隊して車両整備
やレンジャー等の資格を取得。４年間務めた後、家業
である同社に入社しました。とにかく人と接するのが
大好きで、年齢・業種問わず、多くの人と出会える自
動車販売の仕事は天職だと言います。

お客様に喜んでもらえるサービス作り
　家族経営ということもあり、お客様とファミリー的

なコミュニケーションも
ウリで、柔軟に要望に対
応しています。また、夏
には、安全・安心・商売
繁盛を祈願して、富士山
頂の郵便局からお客様に
暑中見舞いを送ってい
ます。また、この１～
２年の間には、富士山はじめ観光に役に立てばと考え、
100円レンタカー事業にも参入。徐々にお客様も増や
しています。

人生で最も勉強してる時期かも？同友会で学ぶ！！
　元々自分から勉強するのは嫌いなタイプ、という坪
井氏ですが、青年会議所を卒業した後、もっともっと
経営のことを学ばねば！と、友人の経営者の紹介で同
友会に入会しました。「会員は、辞書の一ページであ
る」という言葉通り、本当に多くの業種・年齢の交わ
る同友会に手応えを感じ、積極的に学びを進めていま
す。近年は中古車販売の低迷が悩み。流通量が少なく、
品質が低く割高な事も多く苦労の中ですが、独自の商
品づくりで活路を開こうとしています。また、長きに
渡る家族経営を「事業」にすべく、社員の採用や育成
にも取り組んでいきたいとのこと。「楽しくて強い会
社にする！」という熱い決意に、今後が楽しみです！

取材・記事：田邉 元裕氏（㈲カボスメディアワークス・富士宮支部）

親子二代で営む斉藤園
　御殿場の地で約40年製茶販売を行っている斉藤園は、
父の代より２代に渡って地元に愛されているお茶屋さ
んです。現在２代目として御殿場支部に所属している
齊藤大介氏。斉藤園は自社の茶畑を持ちませんが、そ
のぶん牧之原市内の信頼できる茶農家さんや製茶工場
と契約し、斉藤園こだわりの静岡県産深蒸し茶を製
茶・販売しています。創業者のご両親とタッグを組み
次々と新しいことに取り組む斉藤園の店内は、お洒落
な雰囲気が漂っていました。

お茶の文化をもっと身近に
　齊藤氏は「お茶を飲む」という日本古来の習慣を、
もっと若い人たちに浸透してもらいたいと語っていま
した。その為に取り組んでいるのが、「斉藤園」のお
洒落なブランドイメージ作りです。味には絶対の自信

があっても、飲んでもら
わなくては選ばれない。
まず飲んでもらうために
は、お洒落なデザインで
ないと若い人に受け入れ
てもらえない。そんな思
いから、お店のロゴマー
クや茶缶、パッケージの
デザイン変更、お洒落な
茶器開発に取組み、展開しています。

ネットで新しいファンを増やす
　また齊藤氏は、前職がIT系企業という異色の経歴
を生かし、電子媒体を活用した顧客拡大にも積極的に
取り組んでいます。ホームページからの受注・発送、
メールマガジンの配信はもちろん、Facebookページ
やLINE公式アカウントからの情報発信にも取り組み、
顧客の地域や年齢層の拡大にも積極的です。
　「お茶屋さん」のイメージを、新しくお洒落なもの
にしようと奮闘する齊藤氏。飲んで感動するおいしい
お茶を多くの人に提供したいという想いが、熱い言葉
からにじみ出ていました。

取材・記事：大川 隆久氏（フヱタ工業㈲・御殿場支部）
取材・撮影：片野 貴一郎氏（㈱モスク・クリエイション・御殿場支部）

取材：勝亦 英樹氏　（勝亦製材駿河鉄骨㈱・御殿場支部）
松岡 健二氏（㈱オサコー計画・御殿場支部）

遠藤 直樹氏（㈱マルエ・御殿場支部）

経営も地域も同友会も明るく元気に楽しく！

クロストーク㈱　坪井車販
代表取締役社長　坪井 一道氏（富士宮支部）
事業内容：自動車販売、保険代理店、自動車修理、レッカーサービス
設　　立：1988年４月
社 員 数：３名
入　　会：2013年11月
所 在 地：富士宮市神田川町29-4
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.x-talk.co.jp/
Ｔ Ｅ Ｌ：0544-26-1900

坪井一道氏扮する“富士山タクロース”

感動的な「お茶のある時間」をめざして

斉　藤　園
　齊藤　大介氏（御殿場支部）

事業内容：製茶製造・販売業
創　　業：1979年（昭和54年）
社 員 数：3名
入　　会：2007年５月
所 在 地：御殿場市川島田771-3
Ｕ Ｒ Ｌ：http://tea-saitouen.com/
Ｔ Ｅ Ｌ：0550-83-8803

齊藤大介氏（後列右から２番目）
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新会員のご紹介（敬称略）会員数1020名
氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

荻
おぎ

野
の

　 聡
さとし 総合商店オーシ― 伊 東 三 浦 大 輔

古物商、保険紹介代理店、衣類小売業（ブランド雑貨、古着、輸入商品、マニュライフ生命の保険商品）

中
なか

山
やま

　 卓
すぐる ㈱エンパワーメント・ジャパン 三 島 モロイ ジェームズ･デイビッド

社会保険労務士業（助成金コンサルティング、有料職業紹介、労働者派遣）

浅
あさ

田
だ

佳
よし

宏
ひろ ㈱浅田建設 沼 津 藤 原 博 美

建設業（無暖房住宅（外気温0℃の時室温16℃））

加
か

藤
とう

忠
ただ

男
お ㈲加藤忠男 沼 津 田 村 雅 彦

建築業・不動産業

高
たか

村
むら

　 巌
いわお ㈱アラビカコーヒー 沼 津 藤 原 博 美

コーヒー用器具、輸入食材・紅茶、コーヒーの販売、通販（コーヒー豆焙煎工場、スペシャルティコーヒー、業務用・小売店用の販売）

前
まえ

島
じま

靖
やす

勲
のり ㈱不二工芸製作所 富士宮 穂 坂 勝 彦

健康食品製造業（発芽そば発酵エキス）

朝
あさ

比
ひ

奈
な

　希
き

久
く

生
お 朝比奈設備㈱ 静 岡 佐 藤 眞 己

管工事業（給排水衛生設備、空調・換気設備、消防設備の各設計施工、土木工事業）

髙
たか

　木
ぎ

　美
み

恵
え

子
こ ㈱第一クリエイティブ 静 岡 橋 本 和 幸

輸入販売、コンサルティング（中国武術用品、中国関係・インバウンド関係のコンサル、手漉き風紙漉き機）

安
やす

本
もと

能
よし

章
あき ㈱ヤスモト 静 岡 佐 藤 眞 己

機械工具販売業（給排水衛生設備、空調・換気設備、消防設備の各設計施工、土木工事業）

山
やま

田
だ

　 誠
まこと ㈲YAMAコーポレーション 静 岡 佐 藤 眞 己

不動産仲介業

藤
ふじ

井
い

陽
よう

介
すけ ㈲藤井建設 中 遠 大 橋 徳 久

建築業（一般住宅建設、増改築・リフォーム、新築）

杉
すぎ

浦
うら

宏
ひろ

文
ふみ ㈲大橋商事 中 遠 大 橋 徳 久

廃棄物処理業、資源リサイクル事業（産業廃棄物収集・運搬・処理、一般廃棄物収集・運搬、再生原料売買、清掃メンテナンス）

生
い

倉
くら

滋
しげ

人
と ㈲大橋商事 中 遠 大 橋 徳 久

廃棄物処理業、資源リサイクル事業（産業廃棄物収集・運搬・処理、一般廃棄物収集・運搬、再生原料売買、清掃メンテナンス）

熊本への救援・生活物資の提供、ありがとうございました！
　４月14日に発生した「熊本地震」に際して、静岡県中小企業家同友会 青年部準備会が中心となり救援・
生活物資の呼び掛けを行ったところ、皆様のご厚意により、多くの物資が同友会事務局に集まりました。
発災から熊本同友会青年部、山梨同友会青年部と静岡青年部準備会が連携し、第一便を熊本の被災地に届
ける事ができました。その後も皆様のご厚意による支援物資が事務局に集まったので、５月中旬に静岡か
ら熊本へ届けに行きます。
　静岡青年部準備会の行動力・機動力、各県との同友会ネットワーク、そして皆様の温かいお気持ちがひ
とつになり、今回の支援へと繋げることができました。皆様、本当にありがとうございました！
� 静岡県中小企業家同友会青年部準備会　寺田 卓正

※写真はe.doyu「ユーザ名簿」からご確認ください。

友達の輪 第26回
　大川さんからバトンを受け取りました、坂上洋一です。大川さんとは、８期経営指針を創る会の同期で
したが、大川さんが音響機器に詳しくPA（音響操作）の副業もやっているということで、私が経営する十
里木別荘管理㈱のイベントでは会場設営からPAとして手伝っていただいています。ちなみに私はサックス
演奏です。
　私は独立して25年間、経営者としての悩みや相談を持ちかける相手もいなく、十里木別荘管理㈱の株を
取得してから経営指針を作る必要性を感じ、同友会に入会して創る会に参加しました。その時に、同じ釜
の飯を食った仲間ができたことをとてもありがたく思いました。利害関係のない立場であることもいいの
ですが、相手のことを思うが故の厳しい指摘や意見が新鮮でした。そのように互いに励ましあい助け合って成長してゆくことが
大切なんだと感じました。
　創る会を卒業した年の十里木で行ったフェスタ（お祭り）に、みんながきてくれました。大川さんがPAを、大竹さんが餅
つき、三田さんがおこわと漫才を、田中さんが野菜を、寺田さんがマッサージを、兵藤さんがUSBを、大橋さんが映像録画を、
田代さんの妹さんが司会をそれぞれやってくれたんですね。この友達の輪は私にとってありがたかったですね。
　やはり人間は、人と人との結びつきで幸せを感じるものなんですね。一人で悩んでいてはいけないんだと教えられました。そん
な雰囲気が別荘のオーナーに伝わって、その後の管理運営がスムーズになりました。こんな機会を与えてくれた同友会に感謝です。
　次回の「友達の輪」、㈱静岡テレビセンターの大橋知文さん（静岡支部）にバトンを渡します。大橋さん、よろしくお願いします。
� 坂上 洋一氏（さかがみ財産クリニック㈱・静岡支部）

三つの
 目的

同友会 １ ．同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡
２ ．同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される

総合的な能力を身につけることをめざします｡
３ ．同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりまく､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業

の経営を守り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

静
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